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 魚類養殖漁場環境保全対策の一環として昭和 54年度より,ハマチ養殖漁場を対象に底質調査を実施し

ている。 

 

1 調査方法および分析方法 

 調査地点は,図 1－1～1－5 に示した県南の湾内の 5 カ所の養殖漁場 18 地点において,秋季（9 月）

と春季（3月）に実施した。 

採泥・分析方法並びに分析項目は,前年度と同様である。 

   

図 1 調査地点 
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2 調査結果 

 調査結果は,表 1 および表 2 に示した。秋季の調査では,COD が水産用水基準の 20mg／g 乾泥を上回

った定点は全くなく,前年の 1 定点より減少した。一方,全硫化物は,椿泊湾および那伊湾内の 3 定点

で水産用水基準の 0.2mg／g乾泥を上回ったが,前年の 6定点より減少した。 

  春季の調査でも,COD が水産用水基準を上回った定点はなく,全硫化物は椿泊湾および浅川湾内の 2

定点で水産用水基準を上回ったが,前年の 5定点より減少した。 

  本年度は,前年の調査に比べ,COD,全硫化物ともに前年値を下回る定点が多かったが,これは,8 月下

旬から 11 月下旬にかけて台風が 4 回接近したため,波浪により底泥表面が攪拌され,浄化作用が促さ

れたことが一因であると思われた。 

なお,昭和 60年度以降の COD および全硫化物の年変化を各湾の平均値で図 2～5に示した。 

 

表 1 平成 2年度底質調査結果（県南養殖漁場・秋季調査）  

   

表 2 平成 2年度底質調査結果（県南養殖漁場・春季調査） 
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図 2 各湾の 9月における COD の年変化 

 

   

図 3 各湾の 3月における COD の年変化 
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図 4 各湾の 9月における全硫化物の年変化 

 

   

図 5 各湾の 3月における全硫化物の年変化 


